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A 亙C ベ ル リン大会の概要
†

福田 保
＊

1。　は じめ に

　A 工C （Assoetation工nternationale 　de　IE　 Couleur
， 国

際色彩学会） の ベ ル リン 大会が， 1981年 9 月2瑁 か ら25

日 ま で ，西 ベ ル リン 市 の TU （Technischen 　Universittit

Berlin，ベ ル リ ン 工科大学） で 開催 された 。 日本色彩学

会 で は 旅行団 （川上売郎団長） を組織し，9 月 15日夜成

田 発 の LH 機 で 日本 を立 ち，翌 16目早朝ベ ル リン 空港

着，29 日 ロ ン ドン 空港発，30H夕成 田着 とい うス ケ ジ ュ

ール で ベ ル リ ン 大会に参加 した。単独 で ベ ル リン へ 向わ

れ た 学 会員及び 同伴者 を含 め て H 本か らの 参加者 は32名

で ，ドイ ツ ， ア メ リカ に次 ぐ3 番 目に 多い 参加国 とな っ

た。以 下 に A 工CCOLOR 　81　BERIN 大会の 概要 を報

告ず る 。

2．　 A亙C ベ ル リン 大 会

　AIC に っ い て は 既に 周 知 され てい る よ うに，世 界 で

た だ 一つ の 色彩関係 の 国際学会で あ lj　、 日本色彩学会 は

AIC の 設 立 時 よ り加入 し ， 昨年 5 月 の 総会に お い て 会

† General 　 Rev 三ew 　 of 　 A 工C　 CQLOR 　 81　 BERLIN ：

　 Ta 皿 otsu 　Fukuda （Otsuma 　Womens ’University）
＊
　前会長，大妻女 子 大学

則の 一部を変更 し て ， 当学会が AIC の 日本 で 唯
一

の 会

員で あ る こ とを宣言 す る条項 を承認 した 。 1967年米国ワ

シ ン トン 市 で CIE （国際照明委 員 会 ）が 開催 され た 時 ，

こ れ に参加 し た各国の 色彩研究者が集 り，故 D ．B、Judd
博士 を中心 と し て A工C とい う国際学会 を開 こ うとい う

こ とが 相談 され た 。 筆者 は CIE ワ シ ン トン 大会に 参加

す る 機会を得，当時 の 日本色彩科学協会の 金沢会長及び

理事会 の 了 承 の もとに ， 故野申守博士 と筆者 とが この 会

合 に 出席し，日本色彩科学協会が 目本の 唯
一

の 代表 と し

て AIC に 参加す る 意志 を表明 し，筆者が 署名 を した。
こ の こ と は ス エ ーデ ン の Mr ．　Tonnquist （初代副会長）

の 記述
1）2）

に も明 ら か で あ る。そ の 2 年後の 1969年 に ス

トッ ク ホ ル ム で 第 1回 の AIC 大会が 開か れて 以来，4

年毎に，1973年 ヨ ーク （英），1977年 トロ イ（米）で それ

ぞれ大会 が開催 され，今 回 は 第 4 回の 大会 で あ る 。 ま た

そ の 中間の 年 に は CIE 大会が開催され る の で ，そ の 開

催地の 近 くで Mid　Term 　Meeing が開催 され ，1979年
8 月に は東京 で Color　Appearance の シ ン ポ ジ ウム が 開

催 され た こ と は 周 知 の とお りで あ る。表 1は AIC の 歴

代役員の 名前で，と くに印東太郎博士 （当時慶応義塾大

学，現 カ リ フ ォ ル ニ ヤ 大学 （ア
ーバ ン ）教授）は 1974N

1977年に AIC 第 3代会長をつ とめ られ，その 前後 それ

ぞ れ に 理 事 をつ と め られ た。ま た AIC 加盟国は 表 2 に

表 1　 AIC の 歴代役員

1967−1969 1970−1973 1974−1977 1978・−1981 1982−1985

会　　長

副 会 長

W ．D ．　Wrlght 　 Y ．LeGrand

　（英）　　　 　　 （仏）

T ．Indow（日）

G ．Tonllquist　 C ．J．　　　　　 R．W ．　G ．

　（ス エ ーデ ン ）　 Bartleson（米）　 Hunt（英）

会計庶務　　E ，Ganz

理 　　事　　　（ス イ ス ）

理　　事

理　　事

理 　　事

理 　　事

E．Ganz

　（ス イ ス ）

A ．Brockes

　（独）

W ．D ．Wrlght 　 Y ．　LeGrand

　（英）　　　　　 （仏）

C ．J．　 　 　 　 R ．W ．G ．

Bartleson（米）　　 Hunt （英）

」．Schanda 　　　 H ．　Terstiege

　 （ハン ガ リ
ー
）　 （独）

A ．BrQckes

　（独）

T ．Indow

　（日）

G ．Tonnquist 　 C．　J．　 　 　 　 R ．　W ．　G．

　（ス エ ーデ ン ）　 Bartleson（米）　 Hunt （英）

T ．Indow

　（日）

M ．Richter

　（独 ）

E．Ganz

　（ス イ ス ）

J．J．Ves

　（オ ラ ン ダ）

A．1’Mrd

　 （ス エ
ーデ ン ）

P ．K ．Kaiser

　（カ ナ ダ）

L．Plaza　　　　　　F．　Parra

　（ス ペ イ ン ）　　 （仏）

P．L ．　Walraven　 A ．　R ，Robertson　 U ，Willumsen

　（オ ラ ン ダ）　　　 （カ ナ ダ）　　　　 （ノル ウ ェ
ー
）
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示 す 17か 国で ，個入会員（Observer ）とし て デ ン マ ーク，
パ ナ マ ，南ア フ リカ ， トル コ か ら各 1 名が 参 加 し て い

る。

　今［rd の ベ ル リ ン 大会は ，実行委員長 M ．　Rlchとer 教授の

下に ，連絡委員 H ．Terstige博士，講演委員 A．　Br 。 cke5

博士，会 計委員 」，Wegner 博士 ，集会委員 G ．　Geutler

博士，展示委員 H ．Bachmann 氏を置き， 特 に Terstige

博士 は 会 の 運営全般 に つ い て ホ ス ト役を務 め て い た。

　会場 は TU の
一

角 に 設 け ら れ た が，こ の 大学 は 西ベ ル

リ ン 市 の 中心部に あ り，市の 最大 の 鉄道駅 ZOO 駅か ら

歩い て も 20 分位 の 所 で，地 下鉄 の Ernst　Reuter　 Platz

駅 の 東側 の 6月 17目大通 りとい う広 い 道路を南北に は さ

ん だ 広大 な敷地 を占め て い る。TU は ドイツ で も最大の

大学であ り，大通 りの 南側の 北東 の
一

隅 に 会揚が設け ら

れ た 。 集会 は 大講堂 （Rcom 　H −104）（A 会場）と 2 階 の

教 室 （Room ｝Σ一1059） （B 会場） で 行 わ れ ，　 B 会場 へ 通

じる 2 階の 広場 に機器 の 展示及 び ポ ス タ
ー

発表が行わ れ

た 。 また 1階 に も機器等の 展 示 場 が あ 夢，ま た か な り広

い ロ ビーが休息の 場所 とな っ た。

　参加 国は 27か 国で ，参加者総数 は 公式 発 表 に よ る と359

名 （内同伴者58名） で ， そ の 内訳 は ， ドイツ 145 名，ア

メ リカ 49名，日本32名，イギ リス 31名，オ ラ ン ダ2・1．g ，
ス イ ス 19名 ， ス ＝

一デ ン ／0名 ， 方 ナ ダ 7 名，フ ラ ン ス 6

名，オ
ー

ス ト リ
ー5 名，イ ス ラエ ル 4 名，ノ ル ゥ ェ

ー− 4

名，オ
ー

ス トラ リァ ・ベ ル ギー
各 3 名，ア ル ゼ ン チ ン ・

デ ン マ
ー

ク ・南 ア フ リ カ
・トル コ 各 2 名，ブル ガ リァ ・

中国
・

ソ 連
・フ ィ ン ラ ン ド・イ ン ド・

イ ダ リ
ー・ポー

ラ

ン ド．・ス ペ イン ・ホ ン コ ン 各 王名 で あ っ た。なお 公式発

表 の 他に 数名 の 参加者があ っ た よ うで あ る 。

　 日本 か らの 参加者 は 淵 田 隆義 （東芝軽電技研），福 田

保 （大妻女大），伊藤満（近藤色研），金子隆芳（筑波大），

川上 元郎夫表 （東京工 芸 大），君塚邦男 （第二 精 工 舎），

小林重順 （日本 カ ラーデ ザイン 研）， 児玉 晃夫妻 （β本

色研）， 近藤恒夫 （大阪芸大），宮崎集 （福岡教大）， 森

嘉紀 （金沢美大）， 森礼於 （東芝軽電技研），中村貞男

（阪大），納谷嘉信夫妻 （大阪電通大）， 大 田登夫妻 （富

士写真 フ イ ル ム ）， 佐藤邦夫 （E本 カ ラーデザ ィ ン 研）．

竹村和彦 （千葉大）， 田 中英次 （松下電器），辻村正俊

（日本電色）、由 田一秋 （目本電 色），山岸欧雄i （金沢美

大），柳瀬徹夫 （目本色研）， そ の 池 3名 に米黶 か ら参加

され た秋 田宗平 （京都工繊大） と印東太郎夫妻 （カ リフ

ォ ル ニ ア 大） を加え て の 32名で あ っ た 。

3。　大会 の 日藾…

　大会 の 主 要 な H程 は 次 の とお P で あ っ た e

　 9月20貝　（目）

19．00−−21，00Ho £el　Gehrhus にお い て 登 録 ・歓迎会

　 9月 21日 （月）
9．00− 9．30　開会式 （A 会場）

　　歓迎の 辞 ： Pr。f．Dr ．　Fricke（ベ ル リン 工 大副 学 長）

　　閤会 の 辞 ： Dr．　C．」．Bartles・ n （AIC 会長）

9，30− ・！2．3G　一
般講i寅　（A 会 揚 ）

　　開会講演 （A1），　 Dr ．1−1．　Friel三n9 （独）

　　Judd−A 王C 賞授 与，　 Pro！．　Dr ．　M ．　Richter （独） へ

　　受賞講演 （A2），　 Pr・f、　DL 　M 。　Richter（独）

　　招 待講演 （A3 ），　 Prof．　Dr．　W ．　D ．　Wright ＠｛）

r／4．00− 17．3（）　専尸弓詈冓演

　 （A 会 揚 ）　 測 色応 用 （c1 酬4）

　　　　　　　セ ミナ ー 「明 る さ と輝度」 （Sl，2）

　　　　　　　　（P匸Ka 三se’t，　C聖」．　Bartieson，

　　　　　　　 」．A ．　S、　Klnney ，　A ．　L 　Gilchrist）

　 （B 会揚）　 色覚 工 （B1〜3）

表 2　 AIC 加盟国 と各 団 体

ア ル ぜ ン チ ン

ベ ル ギー

西 ドイ ツ

イギ リス

フ ラ ン ス

イン ド

イ タ リー

fi 本

カ ナ ダ

ノル ウ m
一

オ ラ ン ダ

オ ース ト リー

ス エ
ー

ア f

ス イス

ス ペ イ ン

ハ ン ガ リ
ー

ア メ リ カ

G ごL【PQ　Argentino 　de玉Co亙or

Centre　d
’
lnforxnation　de　Ia　Couleur　Belgique

Deutscher　Verband 　Farbe

The　Colour　Group （Great　Bri亡a 三n ）

Centre　frangais　de　la　 cOuleur

Colour　Group　of 工n 磁 a

Associazione　Ottica　 Italiana

Color　Science　Association　of 　Japall
Canadian 　Soc 呈ety 　for　Color
Norsk　Farveforum
Nederlandse 　Verenlging　 voor 　Kleurenstudie

A 匸beitsk罪eis 　Farbe δer （）VE −OLAV

Svenska 　Farggruppen
Schweizer　Vereinigung 　fifr　 die　 Farbe　 c‘Pro　Coiore，，

Comite 　EspafiQ1　del　Celor
Hungarian 　National　CDlour　Committee
Inter−Soc三ety 　Color　Co 縫 ncil
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　　　　　　 心理及び デ ザ イ ン （D1 〜8）

19．OO− 2LOO 　市議会の 歓迎会　於 エ ジ プ ト博物館

　 9 月22日　（丿く）

9，00− 9．45 一
般講演 （A 会場）

　　招待講演 （A4 ），　 Prof．　Dr．　L　Abra組 ov （米）

1 ．OO− 12．30　専門講演

　 （A 会揚）　 セ ミナー 「色順応」

　　　　　　　 （C ．J．Bart工eson ，
G ．Wyszecki ，

　　　　　　　 R ．　M ．　Boynton
，
　Y ．　Nayatani

，

　　　　　　　 W ．D ．Wright ）

　　ポ ス ター発 表　（Pol・N22）

14．00− 17．30　専門講演

　 （A 会揚）　 色覚 ll（B4 〜6）

　　　　　　 セ ミナ
ー 「色覚モ デ ル 」 （S3〜8）

　　　　　　　 （P．Walraven，　R．　M ．B 。ynton ，

　　　　　　　 S．L．　Guth，　C ．　R ．　lngling、

　　　　　　　 W ．Paulus
， 」．　Pokorny ，

　J．　J．Vos）
　 （B 会場）　 色順応 （EI〜3）

　　　　　　 演色 （F1〜5）

　 9 月23日 （水）

9．00− 11．00　一
般講演 （A 会揚）

　　招待講演　　（A5），　Dr．　G．　Wyszecki

　　招待講演　 （A6），
　Prof．Dr．　H ．　Bock

11．15− 12．3G　専門講演

（A 会場）

（B 会 場）

13．30− 21．3〔》

　9 月 24日 （木）

9．00− 9．45 〜
般講演 （A 会場）

　　招待講演　（A ア），Dr ．　A．R ．　Robertson
10．15一ユ2．30　専p譬講演

　 （A 会揚）　 色覚異常 （HL2 ）

　　　　　　 種 々 の 色彩問題 （11〜5）

　　ポ ス ター一発表 （Po23〜44）
14．00一ユ6．OO　専門講演

　 （A 会揚）　 測色論 （」1御6）

　 （B 会場）　 セ ミナ
ー

「色再現 」 （S9〜12）

色差　（C1〜4）
パ ネ ル 討論会 「白色度」

　（F．Grum ，　A ．　S．Stenius，

　R ．Griesser
，
　A ．　Brockeg．）

Have1 湖遊覧

16．15− 17．3〔｝
19．00−

　 9 月25日 　（金）

9．00− 9．45

（W 、N ．　Sproso灯，　 R．　W ．G ．　Hunt，
M ．R ．　Pointer，　 E ．　W ．　Taylor）
AIC 総会 （A 会場）

晩餐会 （於 Hotel　Schweizerhof）

　　　　　　 一般講演 （A 会場）

　　招待講演 （A8），　PrQf．　Dr．　H ．Terstiege
10．15− 12．　30　専門講演

　 （A 会場）　 色彩測定 （Kl ，2）

　　　　　　 パ ネ ル 討論会 「工 業上 の 色の 許容差」

　　　　　　　 （E，Rohner，　L．A ．　Graham，

　　　　　　　 R．Freytag，　 H ．　J．　Koelers，
　　　　　　　 R ．McDonald ，　F．　Fister）

　 （B 会場）　 測色論 （J7〜13）

14．OO− 14．45　閉会式 （A 会場）

　　閉会の 辞　1）r．C．　J．Bartleson（AIC 会畏）

　な お 上記の 他 に下記 の よ うな社交行事が あ っ た。
9月21日

9 月22日

9月24巨

9月25日

9 月26日

14．  O− 17．OO
14．00− 18，0D

l4．00− 17．00

9．eo− n ．00

9．00− 11．00
9．OO− 12．00

9．0 一16．30

4． 大会 の進行

73

西 ベ ル リ ン 市内観光

東 ベ ル リン 市内観光

エ ジ プ ト博物館及び 古代博物

館見学

陶器工場見学

国立美術館見学

Dahlem 博物館見学

ポ ツ ダム SanssouciCast 玉e へ

の
一H旅行

　成田発 の LH 機 で 同行した我 々 は 9 月 16日早朝ベ ル リ

ン 市に 到着 し た が ， こ の 一行 は 2手 に 分か れ， 1 グル
ー

プ は AIC 大会開会 前に 開かれ た CIE の 技銜委員会 に

出席され，他 の グル ープ は ／7 日か ら ラ イプチ ヒ
ーm ル フ

ル トーワ イ マ
ール へ の 3泊 4 日の 東独旅行 に 出か け た 。

20日か ら は 日本 か ら の 参加者 は 5 ヵ 所程の ホ テ ル に分宿

し た が，20日の 夕，街 の 西 方 の 閑静な高級住宅街 の 中に

あ る ホ テ ル ・ゲーラ ス に お い て 登 録 を し，主催者側の 歓

迎会 が あ り，各国か ら 集 っ た 多 くの 色彩学者 と挨拶 を交

し，と くに 2 年前 に来 目 され た 方 々 とは 親 し く旧交 を暖

め る こ とが で きた 。 お い し い ビー
ル や ワ イ ン の 盃を傾 け

表 3　招待講演 の 講演者及び 題 勞

AI 　 H ，　Frieling： Farbe　 als　 Idee　 und 　Wirkl三chkeit ．

A2　 M ．　Richter： Die　Entwicklung 　der　Farbmetrik．
A3 　 W ．　D ．　Wright 　t　sO　years 　of 　the　1931　CIE 　Standard　Observer　for　C 。10rinietry．

A41 ．Abramov ： Physio】ogical 　Mechanlsms　of　Co！or　Vision．
A5 　 G ．Wyszecki ：Color−Order 　Systems ．

A6　 H ．　Beck ： Farbe三n 　 der　 Kunst．
A7 　A ．　Robertson ：Colour　Differences，

A8　H ．　Terstiege： Farbmessung ．
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表 4　 專門 講演 の 発表者及び 題 目

B ． 色 覚

BI　L ．　Ronch ま
，
　 S．Stefanaccミ and 　A ．　Serra ： Short　 and 　Long −Term 　Time 　Changes 　 in　Colour 　Vision，

B2　 F．　Viξnot ：Color−Match 　 Changes　between　the 　Fovea　 and 　Perifovea．

B3 　 P ．　W ．　Trezona ：CQIour 　Matching　 and 　Additivity　Testing，

B4　J．　Nowicki ：Der　Perzeptionsmechanismus　der　Farberscheinungen．
B5 　 q．Elzinga　and 　Ch ．　de　Weert ：C 。 njolnt 　and 　Difference　Structures　in　Subjective　Coior　Perception．
B6 　 W ．　Erb　and 　M 　Krystek ：Visual　Sensation　by　Time−constant 　Optlcal　Stimuli．

C． 測 色応用

C ］．N ．　S．　Gangakhedkar ： Observations　 on 　Factors　Affecting　the　Accuracy 　oi 　Predict玉ng 　the 　Correct　Colour

　 Reclpe　 Formu正a，

C2　T ．　F ．　ChQng ： The 　Accuracy 　 of 　Instrumental　Match 　Prediction　for　the 　Textile　Industry，

C3　 R．Volmer ： Charakterisierung　 von 　Remissionskur＞ en ．

C4 ∫．　B ．　Hutchings 　 and 　C ．J．　Gordon ： Trans ！ucency 　 Spec渝 ation 　 and 　 its　 iXppllcation 宅Q 　 a　 Model　 FOod
　 Svstem ．

D ． 色彩心 理 及 び カ ラーデザ イ ン

DI　T．Iijima，　NV．丶Vennlllg　und 　H 、ZoUinger ； Kulture！le　Einflifsse　auf 　die　Farbbenennuエ19 ，
D2 　」．　B ．　den　 Tandt ： Psychochromoanalys 工s　 and 　 Children，

D3　T ．　W ．A ．　Whi 亡丘eld 　and 　T ，J．　Wiltshiじe ： Natura廴Ghromatic 　Categorie8．

D4　F．　Gerrltsen： From 　TOuch　to　Sight．
D5 　B．　Llsowsk 三； Farbe 　in　der ．Architektur−Meoha ロismen 　der　BedUrfni6se．
D6 　H ．　Lang ： The 　Invention　 of 　Co1Qur 　Pr三nting 　 and 　its工nfluence 　 on ．18th　Centiiry　Colour　Theorie5，
D7　F．　J．　M ．　Schmitt： Use　 Df 　Pseudocolour　 in　Pictu紀 Processiヱユ9 ．

DS　 M ，A ｝beじt−Vane ！： R6 】e　des　 pe 鋤 utati 。 ns 　 cobr6es 　dans　l’image 　 num6rique 　 et　 analogique ．

E ．　色順応

E ／　M ．R ．　Pointer ： An 　ADa 亙ysis　Qf 　Cobur ∠、ppea τ ance 　Grids　and 　Chrom 艮 tio　Aclaptation　Transforms ．

E2　」．　Walraven　 and 　J．S．Wemer ： Mechani＄ins 　 of 　Chromatic　Adaptation ．

E3　L，　Ni　ori 　 and 　T ．　Fu （：hlc！a ： Sublective　Evaluat’ron　of 　Uniform　Cok ｝上
・Spaces　 us 巳d　for仁he　Color　Relldering

　 Speci丘cation ．

E 　演 　色

Fユ　Vg，r．　VNra！ter　and 　R ．　G ．　Kuelユni ； Cheice　of 　Color　Samp 王es 　for　Computation 　oLF　Colol’Hendering 工ndex 、

F2　］
・1．W ．

’
｝
”
uylor ： The 　Assessment 　 of 　Lamps 　fer　ColGur 　Te ｝evision 　 Sce皿 e　 L礬h亡irLg．

F3　K ．Takemura ，　K ．Izawa，　N ．（）hta　and 　S．Kubo ： Evaluat弖ng 　the 　Photographic 　Consis 亡ency 　of 　Taking

　 I！iuminant3。

F4　K ．R量chter ： Bewertung　 und 　Kennzeichnung・der　Farbwiedergabe　von 　F・arbfilmrnaterialien 　bei　Variation

　 von 　Aufnah エneiichtart ，　Belichtung，　Projektionsleuchtdichte　 und 　Bezugrlichtart．

F5　R．∫．　Tuite：Cclor　 Reproduction　 of 　Kodak　Instant　 Color　Film　 PR 　 10．

G ． 色 差

GI 　T ．　Seim　and 　A ．　Valberg；Visual　Uniforrnity　Derived　from ｝
’hysiolegical　Response ヨunctions ．

G2 　 T ．王ndow 　 and ］i．　Aok 三： Muitidimensional　Mapping 　 of 　 178　Munseil　CO1騰 ，
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G3  R, MeDonald  : Visual and  Instrumental Relationships in Indiustrlal Pass/Fail Assessments.

G4  K,McLaren:The  Development of  Improved Colour Difference Equations by Optimisation against

 Acceptabllity Data.

 H. tsitstrc

Hl  S. F.Bergen : Mass  Screening for Color Visien Deficiencies.

H2  S.R.Cobb  : Examination  of  Class I, Ciass II, Normalsand  Colour Defectives on  Exchange Thresholti

 Celorimeter and  Analytical Anomaloscope.

 I. ptltaptsxeeewt

I1 U.Schultz : Systematischer Test der Wiedergabe  von  Hautfarbe  in den Reproduktionstechniken.
I2  R.Saunders,  A,M.Eligon  and  R, de Four  :A  Method  ior Determining  the  Spectral Transmisslon  of

 Oeular Media.

I3  W.Czepluch  : Experimentelle Abspaltung  des binokularen Glanzes.

I4 R.D,Lozano and  D.Jungman  : Psychophysical Evaluation of  Gloss of  Puper  Samples.

I5 R. Lakowski  : CIE  Colorimetrie Model in River Polution Study.

 J, lfi[1tsrt

J1 O.Est6vez  : The Sti!es and  Burch 20 Color-Matching Functions : A  Better "Stanclard"
 Observer.

J2 F.W.Billxneyer, E. Fex  and  E.M.Gerrity : Redetermination of  CIE  Standard Sources B  and  C.

J3 N. Ohta : A  Simplified Method for Formulating Pseude-objeet Colers and  its AppHctttion in Color!metric

 Problems.

J4 Y.Nayatani,  K.Takaharna  and  H.Sobagaki: Color-Matching Function  and  Observer Metamer!sm.

J5 A, Hard ; Psychophysical Ce-relation between  Psychometrics of  NCS  andi  Physical CIE-measurements.

J6 W.A.Thornton' : A  Brightness-Metel whlch  coptes  Human  Vision.

J7 R.W.G.Hunt  :A  Theory of  Hue  Appearanee.

Js M.Guirao  and  M.L.F.  de  Mattiello : Scaling Saturation by  Matching  to Achromatic Samples.

Jg W.  Roddewig : Buntheitsschatzung von  Infeldfarben unterschiedlicher  Farbart und  gleieher Leuehtdichte

 im Umfeld der Farbart D6s.

Jlo M.H.Brill and  G.West  : Spectral Conditions for Color Constancy  via  von  Kries Adaptation,

Jll M.Akita  and  Y.Ejima  : Unique Hue  Spectral Loci influenced by the  Range ef  Stlmulus Series

 employed  for Measurernents.

Jl2 H,Scheibner und  E.Wolf  : Direkte Zerlegungen, isomorphe  und  homomorphe  Abbildungen  in der

 linearen Farbentheorie.

J13 R, ThieleTt : Untersuchung  der Eignung verschiedener  psychometrischen  SI[alierungsverfahren zur

 Bewertung weiBer  ?roben.

 K. &xept1re

Kl  R,Sbve  : Erreurs syst6matiques  liees ft 1'emploi des colorimetres  triehrornatiques,  calcu16es  par une

 mEthode  de Monte--Carlo pour  des 6chantillons comrnerciaux  blancs,

K2  D,Gundlach  : Farbmessung  an  metallischen  eberflachen.
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合 っ て，お 互 の 健康を祝幅 し含 っ た の は 国際会議な ら で

は の こ とで あ っ た。

　翌 21 日か ら 大会が始 め ら れ た が，招待講 演，専門講

演 ， ポ ス タ
ー
発表 ，

セ ミナ ー，パ ネル 討論会，に 種類分

け し て 進 め ら れ た 。

　招待講演 は す べ て A 会場で 行わ れ ，そ の 講演者及 び 題

目は 表 3 に 示 す とお りの 8 件 で あ っ た。今回 は 日本 か ら

の 講演者 が い な か っ た の は 少 し 淋 し か っ た。専 門 講 演

は ，色覚，測色応 用，色彩心 理 及び カ ラ ーデ ザ ィン ，色

順応，演色，色差，色覚異常，種 々 の 色彩問題 ， 測色論，

色彩測定 と 10の テ
ー

マ に分か れ て 発 表 が行 われ た。こ れ

ら は A ・B 両会揚で 平行 し て 行わ れ た た め ，約半分 は ど

う し て も聞 くこ と が で き な か っ た。こ れ ら の 発 表者 及び

題 目は 表 4に 示 し た。発表数52件中 日本 か ら の 発 表 は 6

件 で あ った 。

　今 回 か らポ ス ター発 表が 行わ れ た が，こ れ は44件 の 発

表 が 2 回 に 分 け て 行 わ れ た 。こ れ ら が普通 の 講 演形 式 で

行 わ れ る と，1件 15分 と し て も11時問か か る こ と に な る

が ，ポ ス ター発 表 の 形式 で は午前中に 2 時間ず っ 2 回 で

行 わ れ ， 発表者 は 2 時間 とい う長時間が 与 え られ，質疑

応答 に 十分 過 ぎ る蒔間が あ り，今後日本 に於 て も と りあ

げ る べ き発表形式 で あ る と思わ れ る 。 日本か らは 8 件 の

発 表が あ っ た。ポ ス タ ー発 表 の 発 表者 と題 目 は表 5 に示

す 。

　今回は さ ら に セ ミナ ーと パ ネ ル 討論会がは じ め て 行 わ

れ た。セ ミナ
ーは，与 え られ た題 目に 関し て 解説的 に何

人 か の 人 が講演 し，講演者間の 討議と聴衆との 討議が行

わ れ る とい う形式 で 行 わ れ た。題 目は ，明 る さ と輝度，

色順応，色覚モ デ ル ，色再 現 の 4 テ ーマ に つ い て 行 わ

れ，と くに 色順応 の セ ミ ナ
ーに は，日本 か ら納谷博 士 が

講演をされ，聴衆 か ら も高 く評価 され た こ と は 大変印象

深か っ た。各 セ ミ ナ
ー

の 講演内容 が予 稿集に 紹介され て

い た もの は，そ の 発表者と題 目を袤 6 に 示 し た。ま た，
パ ネ ル 討論会 は ，白色度，工 業上 の 色 の 許容差 の 2 テ

ー

表 5　 オξス タ
ー
発表者 と題 目

？01 　H ．G ．　V61z ： Vorschlll’ge　 zur 　 Neufa6sung　 ven 　 DIN 　 53162 （ASTM 　 D　2805）； Bestimmung　des

　 I）eckvermdgens 　 von 　wei βen 　 und 　 hellgrauen　Beschichtungen．

Po2　K ，Turek　 und 　Z．1〈raus ：Anwendung 　der　Phtinomenologlschen　Theorie　des　Strah⊥ungs −Transperts

　 auf 　 kQloristische　 Prebleme ．

Po3　 J．　B．　Hutchings　 and 　D．　E．　W ．　Sanderson：Transreflectance　 Properties　 of 　 Lightly　 Tlnted　 Ancient
　 Glass．

Po4　F．　W ．　Bi上lmeyer，　 M ．　Saltzman　 and 　 R．　Kumnr ： Identification　 ef 　 Organic　 Pヱglnents 　 by　 Solution

　 Spectrophotome亡ry ．

Po5 　R ，　D ．　Lozano ，　 C。Melc6n　de　B ∈Hora　 and 　D ，　Jungman：Measurement　 of 　Color　 as 　 an 　 Indication　 Gf

　 聾｛atur 三ty　 of 　Sa亙ted　Anchovy．
P 。6J ．　B ．Moser 　 and 　W ．　T ．　W 。 zniak ： C 。1Qr　Changes 　in　Denture 　Base　Reslns．

Po7 　 D ．B．　MacDougall ：Visual　Estimate　of 　 Colour　Changes 　in　Meat 　U 矼der　D 遜 erent 　ll工uminants ．

Po8　A ，　N ．　C ｝nc　lmers　 and 　C ，J．王（ol（ ： Accuracy 　and 　Repeatability　in　Colorimetry．

PQg　M ．　Tsujimura 、　K ．Yamada 　 and 　M ．　Suzuki ： In　Pursuit　 of　 the　Optimum 　Colorimeter．
Po10　 T．　Yanlanaka　and 　Y ，KuriQka ： An 　Apparatus　for　Measurlng　Spectral　Reflectance　of 　Retrorefiective

　 Materia｝s．

Poll　G ，　ROsler： ER 　IO−ein 　 schnelles 　 mobiles 　 FarbmeBgern亡 nach 　dem 　Spektra！verfahren ．

Pol2　S．Brown　 and 　A ，W ．　S．Tarrant： ASensltive　Spectroradiometer　Using　a　Boxcar　Detector．
Po13　F ．　Rochow ： Uber 　die　Messung 　der　tihnl三chsten 　Farbtemperatur．

P 。14G ．　Pausch ：Reflektometrische　Erkennung　 und 　 Untersche三dung　 von 　 Objekten　 mit 　 meBtechnisch

　 ung 鴛nstiger 　Struktur．

Po15　 T ．　Yanase ，　G．Ohmi 　and 　M ．　Saito；Color　Preference　in　Japan．
Po16　P．　Green −Army 亡age ： Color　for　Ordinary 　People．

Po17　」．　B ．den　Tandt ：Die　 unbewuBte 　K 三ndersprache ．

Po18　G ．　Schreiber ： D 量e　Farbe　 zur 　Sichtbarmachung 　 mathematischer 　Strukturen．

Po19 了．　D ．　Moreland 二Validation　 of 　a 　New 　Colottr　Perception　Lantern．
Po20　R ，　Lakowski 　 and 　J．　F．　Kozak ：The 　Use　Qf 　Colorimetry　in　Projective　 Personality　Tests．

Po21　了，　Ruttenberg ： Color　as 　 an 　 Essential　 Component 　 ln　 Bestowing 赱he　 Human 　 D ｛mellsion 　 upon

　 Paths　 and 　Axes　 of 　Movement 　in　Architectuai　Systems。

Po22　 M ．　Krystek　and 　W ．　Erb ： Visual　Sensation　by　Flicker　Phenomena ．
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Po23  T.Kaneko  : Pre$entation of  the  Benham  Color on  the  Munsell  Space ancl  some  Analysis of

  Determiners  of  the  Color.

Po24 J.M. Stla'ck : A  Mathematical Model  of  Hue Perception.

Po25 K,Sagawa  : Wavelength Discrimlnation Ln the  Presence of  Dichoptically Aclde(l Field.
Po26  Ch.M.M.  de Weert : A  Versatile Colour Stimulus Generator and  its Application in Colour Vtsion

  Re$earch.
Po27  H.Lang : Farbwiedergabeindex und  visuelle  Beurteilung von  Bildern im  Fernsehen.

Po28 T. Fuchida and  L.Morit Comparison of  Correcting Metheds for ChromaticAdaptation used  for

  the  Color Rendering Specification.

Po29 H.J.Heinrich : Farbrnetrlsche Festlegung von  Druckfarbenreihen.

Po30 D.C.Rich and  F,W.Billmeyer:Small and  Moderate Color Differences IV. Color-difference-

  perceptibility Ellipses in Surface-color Space,

Po31 D.Strocka, A.Brockes und  W.Paffhausen : Zur Methodik der Untersuchung von  Farbabstands-･

  Ellipseiden.
?o32  K.Witt und  G.Dering : Schwellenwertellipsoid ittr CIE-Farbbereich GrUn  an  Lackmustern.

Po33 A.N. Cha!mers und  C.J.Kok  : The  Durban Daylight Spectrum.

Po34  M.L,F.de  Mattiello and  M.Guirao  : Saturation Contours  at  Different Levels of  Illuminance.

Po35  W,Chr6gcicki:Visual and  Instrument E'v'aluatlon of  Lightness of  Colored Surfaees with

  Different Light Sources,
Po36  T, Hard  : Procedure  in Production  Control of  Samples  for tlie NCS  Celor Atlas.
Po37  D.H.Alman  and  Ch,G.Pfeifer : Use of  Respon$e  Surface Techniques  to Develop  Empirieal

  Modiels of  Color Difference Perception.

Po38  A.Kodarna,T,Yano  and  T.Yanase : A  Research for Evaluation of  Color of  Structures Suitable

  for the  Environment.
Po39  S. Nakamura  : A  Spectral Characteristic and  Classifications ef  Color Arrangements,

Po4e  A, Nemcsics  : Farbenharrnonie-Versuche.

Pe41  P,Gaboriani  : Sensation ef  Colouring Linked with  Materials.
Pe42  ?.G. Rasmussen  : The  Perceived Weight  and  Contrast of  Celors in Pictures,

Po43  B.JUkel-Hartensteln : Die sogenannte  
"Farbenblindheit"

 der Haustiere.

Pe44 R.M,Boynton,  A.L.Nagy  und  J.H.Taylor:The La Jolla Analytic Colorirneter. 

''

X6  lr i', -i--a)Efies.SE=i thereeN

Sl  J.A.S.Kinney : Brightnes$ and  Luminance  in Mesopic  Photornetry.

S2  A.L.Gilchrist : Perception oE  Lightness and  Illumination ln an  Environment  of  Homogeneous

 Refieetance.

S3  R.M,Boynton  : The Role of  a  Medel  in Differential Colorimetry.
S4  S.L,Guth : The  ATD  Vector Model  : lts Hi$tory and  Llmitations.

S5 C. R. Ingling and  E. Martinez : Opponent Theory ; Revision to Include the  X-cell Achrornatic
 Channel.
S6  W.  Paulus : Theoreticai Aspects of  Center-surround Subtractions in Retinal Color  Coding.

S7 J.Pokorny : Medeling Blue-Yellow Opponency.
SS  J.J.Vo$ : The  Zone-Fluctuation  Model  of  Color  Vision-A  Heuristic Experiment.

S9 W.  N. Sproson : Celour Repreduction : Preblems Assoeiated with  its Assessment.
SIO  R,W,G.Hunt  : Colour  Reproduction  Objectives.

Sll M.R.  Pointer : Colour Sca}ing and  the Projected Transparency.
S12 E.W.  Taylor  : The  Television Consistency Indiex : Formulation  and  Preliminary Tests.
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表 7　 出展団体 ： （ ）内は 国 名，な い もの は ドイ ツ

AKZO 　Ceatings　B ．V ．，　NL −2171　AJ 　Sassenheim（オ ラ ン ダ）

Applled　Co1 。r　 Systems ，　 Inc．，4370 　 Marl （米）

Bruins　lnstruments，8031　 MUnchen −Puchheim

Byk−Mal！inckrodt，4230　XiV’esel
Colorlab，　 LaboratoriQ　Colorimetrico　S．A．，　CH −6905　 LuganQ （ス イ ス ）

DaLacolor
，
　CH −8305　Dietlikon　b．ZUrich （ス イ ス ）

Diano 　Corporation，　WQburn ，　Mass ．　OI801 （米）

Gecl〈e ！＆ CQ ．
，
8000　 MUnchen 　37

1nstrumental　Color　Systems
，
4240　Emmerich （英）

Dr．　Bruno　Lange，4040　Neuss

LMT 　Lichtme6technik ，10DO　Berlin　 10

Meditec 　GmbH
，
8501　 Heroidsberg

Nippon　Denshoku 　Kogyo 　 K ．　K ．　Tokyo 　 170 （日）

Optronik　GmbH ，1000 　Berlin　30
Pausch 　FarbmeBtechnik 　GmbH

，
5657　Haan

Poly亡ec 　GmbH ＆ Co．，7517　Waldbronn　 l

Rohde ＆ Schwarz ，5000 王（61n　 90

Schmiclt＆ Haensch
，
1000　 Berlin　62

Dr．　Slevogt＆ Co．，8120　Vl「aldheim

Musterschmidt−Verlag，3400　GOttingen

マ に つ い て 行わ れ た が，パ ネ ラーと聴衆 と の 討 論 が あ ま

り活 発 で な か っ た よ うで あ った 。

5。 Alc 総会

　大会 も峠 をこ し た 2類 の 午後 16時 15分 か ら A 会場 に お

い て 総会が 開かれ た。筆 者 は 日本 の 代表 と して ，川上博

士 ら と共 に 出席 し た 。 ま ず Bartleson 会長の 挨拶で 始 ま

り，Brockes 会 計庶 務 理 事 か ら AIC の 活 動状況 及 び 会

計報告が行 わ れ た。1977年 6月 か ら 1981年 6月 ま で の 収

支 は 次の 通 P で あ る。（単位 ： ス イ ス フ ラ ン ）

員オ産　（1977年 6 月）

会費収入

利 子

支出

税金

財産 （198ユ年 6 月）

　計

　収入

12233．155798

．10

　 947．30

18978．55

支 出

1000．OO

　 170．55

17808 ．OO

18978．55

また 各国 か ら の 1982〜1985 の 会費も据置 か れ る こ と と

な っ た。

　次い で 会則変更 に つ い て 討議 され た 。 表 1 に も示 す と

お 笋 ， 従来 は 会 長 ・副会 長が 引 退す る と次 期の 理 事 にな

る こ とに な っ て い た が，Bartlesen会長は ，そ の 前に 理

事，さら に そ の 前 に 副会 長 と 歴 任 され ，こ の 会 則 で は も

う
一

期理事に な らな け れ ば な ら ない の で 4 期 （16年 ）動

め ね ばな ら な い こ と に な り，自分 と し て は ど うし て も引

退 し た い とい うこ と で，そ の た め に，副会 長 は次 期会長

と な り，会長 の 任期終 了後 引退 す る とい うわ け で あ る。

こ れ に 対 し て 種 々 の 意見 が 出 され た が尹票決 の 結果，賛

成 7，反 対 5，白票 5 と い う結果 とな り，会 則変 更 の擾

出案は否決 され る結果 とな り，こ れ で は ど うし て も役員

改選 が で きない の で ， 再度討議が くりか え され，再票 決

の 結果 ，賛成 15，反 対 i，白票 1 で や っ と可決 され た。

　次に A 工C 大会 の 運営 に つ い て 討議 され，次 回 は フ ラ

ン ス が幹事 国 とな っ て 1985年 に モ ナ コ で 開 催 され る こ と

に 決定し た。それ ま で の 中問集会 とし て は，1982年 に ハ

ン ガ リ
ー

で Color　Dynamics ，1983年 に は ス エ
ーデン で

Color　Order 　System の テ ーマ で 中間集会 が持 たれ る こ

と と な っ た 。 さ ら に，研究 グ ル ープ と し て 活動 し て い る

Color　Order 　Syste皿 及 び Color　Education の 各活動

状況 の 報告 が あ り，新 た に CGIor　Dynamics の 研究 グ

ル ープ を作 る こ とが承認 され た th

　次い で役員改選 に入 り，こ こ で ま た一もめ す る こ と と

なっ た 。 即 ち，会則 で は Schanda 副会長が会長に な る

はず で あ る が，役員推薦委員会 か ら は 会長 に Hunt 博 士，

副会長 に Terstiege 博士 カミ推薦 され て お り，　 Schanda

副会長 が会長 に な る べ きだ との 強 い 主 張 が あ っ た が．

S⊂handa 博士 は そ の よ うなつ も りで 副会長 に な っ た の

で は な い の で 辞退 し た い とい う発 言 が あ り，会 長 ・副会

長饌補が決定 した。つ ぎ に 会計庶務理 事 に オ ラ ン ダ の

Vos 博士，次期総会 予 定国の フ ラ ン ス の Parra博士 ，

カ ナ ダの K謝 er 博 士 が推弼され て い た が，他の 2 名の

候補者 を あ げね ば な ら な い とい うの で ，出席者 の 中か ら

の 発 言 に よ る こ と と し ，
ス エ ーデ ン の HArd 博 士 と ／
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ル ウ ェ
ー

の Willumsen 博 土 が候補者 とな り， 全員 の 同

意に よ っ て 次期役員 が 決定 された。次い で ， 筆者 は 次期

役員推薦委員に 任命され，長時間 の 総会が 終 了 し た。

　 こ の 総会は 大もめ に もめ ，予定 の 時間を 1時間以上 も

超過 し，そ の 後の 晩餐会に い そ ぎ足 で の ぞ ん だ の で あ っ

た。

6．　 ベ ル リ ン 大会の 印象

　行事 の 中で い ま ま で に ふ れ な か っ た 点 は，開 会式後 に

Jndc｛−AIC 賞の 授与式が あ り，ドイ ツ の 大色彩学者 M ．

Richter教授 が 受賞 され た こ とで あ る。同教授 は 公 職 を

退官 され た 後 も Die 　Farbe と い う雑誌 の 編集に 当 ら れ，
べ iU　［」ン 大会 で は 実行 委 員長 を勤 め られ ，い ま な お 大変

お 元 気 で，に こ や か な 笑顔 を見 せ て お ら れ た 。今回 の 受

賞は誠 に時期 を得 た も の で あ っ た。

　す べ て の 行事 の 運営 は Terstiege 博士 が 進 め て お ら

れ ，た えず 事務局 で 若 い 男女 の 事 務員 と共 に働 い て お ら

れ た の に は 感心 した。21日の 市議会の 歓迎会 は エ ジ プ ト

博物館 で行 わ れ ，古代エ ジ プ トの 発掘遺品の 陳列 して あ

る 部屋 の 中で ワ イ ン を飲み な が ら歓談 し た こ とは 大変感

銘 を受け た。H本で は こ の よ うな 試み が許 され る は ず は

な い 。 ま た ，
23 日 の 午後 の Havel 湖 の 遊覧 は ，大 変 美 し

い 眺め にみ とれ ，連日の 外国語 で の む ず か しい 話に い さ

さか 閉 口 し て い た 筆者 ら に と っ て は 誠 に 心 の 休 らむ一
時

で あ っ た 。 さら に ， そ の 翌24日の 晩餐会は Schweizerhof

とい う高級 ホ テ ル で 開 か れ た が，会場入 口 の 案内係 の 男

性 の 服装，会揚内の ウエ イ タ
ー

の 服装 がす べ て 中世風 の

服装 で あ り ， 服飾 の 研究 に興味 を もつ 現在の 筆者 に は大

変参 考 に な っ た。こ ん な こ と で同夜 は ワ イン で の どをう

る ほ し ， ダン ス に 興 じ ， 時間の 過ぎる の も忘 れ る よ うで

あ っ た 。 ま た，最終目の ポツ ダム 旅行 は 大変美 し い 宮殿

の 眺め がすばら しか っ た とい うこ と で あ っ た が，筆者 は

CIE　TC −2．3 の 技術委員会に 出席 し た た め， こ れ には

参加 で きなか っ た。

　すべ て 大会 の 運営は 上手 に 進 め ら れ ， 外国か ら来 たわ

れ わ れ に対 す る 心 使 い もこ ま や か で ，将来 日本 で A 工C

写翼 1　 JUDD −A王C 賞授与式 で Richter博士 を紹介す

　　　　る Bartieson会長

写 真 2　 エ ジ プ ト博物館 に お け る 歓迎会に て ， 左 か ら

　　　　森博士 ，Wyszecki 夫人， 1人 お い て

　　　 Wyszecki 博 士

写真 謬　 Havel 湖上 に て ， 左 よ り M ．　Richter 教授，

　　　　Wright 夫人 ，　 D ．　Wright 博 士

写ff　4　 晩餐会 に お け る ウ ェ
ー

ターの 姿
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写真 5　 新旧の カ イ ザー・ウィ ル ヘ ル ム 記念教会，西

　　　　ベ ル リン の 中心 に あ り，市の シ ン ボ ル 的存在

大会が開か れ る 時 の こ と を考 え ざ る を得なか っ た。

　西 ベ ル ワン 市 は西 ドイ ツ の 離れ 島の よ うな と こ ろ で あ

り，今な お英米仏3 か 国 の 軍隊 に よ っ て 守られ て お り ，

西 ドイ ツ の 飛行機 が ベ ル リン に は入 れ な い （我 々 は ハ ン

ブ ル グで ル フ トハ ン ザ機か ら パ ン ナ ム 機 に乗 りか え て tt
ベ ル リ ン に 入 っ た ） とい う複雑 な 国際事情 を知 る こ とが

で き た。し か し 西 ベ ル サ ン は 大変良い 都 欝 で あ り，い つ

か ま た 訪れ て み た い 。

？．　終 姿に

　以 上，A 工C ベ ル V ン 大会の 概要 を記 し た e 誠 に 平 尚 的

な 記述に 終 っ た が，あ ら た め て 別 の 機会 に そ の 立体の 別

の 断面 の 印象を記す こ とが で き れ ば と考 え て い る e 同行

され た H本 の 参 加 管 に は 何
一

つ 事故 もな く，無事 に そ れ

ぞ れ の 責任 を果 され た こ と をお よ ろ こ び す る と と もに ．

当学 会 に 示 され た 参加者全員 の 方 々 に 参加国代表 と し て

厚 く御礼 申 し 上 げ ま す。 も う 3年後 に な る が，AIC　85

MONACO で の ．一一
層 の 御活躍 を期待 し つ つ 筆をお く，
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